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高齢者　見守り活動　高齢者の見守り活動は

花井　伸子　議員

　 「関係機関が協力し活動を行う」

公
立
小
中
学
校

　
一
貫
化

　
　
　

公
立
小
中
学
校
の
一
貫
化
を

　
　
　
　
進
め
ら
れ
な
い
か

酒
井

　
郁
郎

　議
員

「
現
時
点
で
は
小
中
学
校
の
連
携
か
ら
」

議
員

　独
居
高
齢
者
、
高
齢

者
世
帯
の
増
加
に
伴
い
、
高

齢
者
の
孤
独
死
が
増
え
て
い

る
。
安
心
へ
の
対
応
を
。

　①
訪
問
調

査
の
定
期
実

施
を
。
②
無

料
の
短
い
ス

パ
ン
で
の
安

否
確
認
事
業

の
実
施
と
、

現
在
あ
る
高

齢
者
福
祉
・

介
護
サ
ー
ビ

ス
の
周
知
、

利
用
促
進
を
。

③
引
き
こ
も
り
対
策
は
。

福
祉
部
長

　①
一
人
暮
ら
し

等
の
高
齢
者
調
査
を
毎
年
度

定
期
的
に
行
い
、
関
係
各
課
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

民
生
委
員
が
協
力
し
た
高
齢

者
の
見
守
り
活
動
を
行
う
。

　②
高
齢
者
の
安
否
確
認
を

前
提
と
し
た
食
事
サ
ー
ビ

ス
、
緊
急
電
話
の
設
置
の
促

進
を
図
る
。

　③
元
気
な
高
齢
者
や
市
民

を
巻
き
込
ん
で
、
地
域
の

様
々
な
場
所
に
誘
導
で
き
る

よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し

て
い
く
。

議
員

　現
在
、
地
域
の
自
主

防
災
会
に
各
20
台
ず
つ
貸
与

し
て
い
る
防
災
ラ
ジ
オ
を
、

希
望
す
る
市
民
へ
の
貸
し
出

し
、
購
入
は
で
き
な
い
か
。

総
務
部
長

　防
災
行
政
無
線

の
シ
ス
テ
ム
を
ア
ナ
ロ
グ
か

ら
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
移
行
を

検
討
し
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル

化
へ
の
移
行
完
了
後
も
ア
ナ

ロ
グ
式
の
併
用
が
可
能
な
の

か
検
証
し
、
今
後
の
対
応
を

検
討
し
た
い
。

議
員

　制
度
導
入
か
ら
６
年

が
経
過
し
た
が
、
実
績
が
増

え
ず
、
減
少
状
況
に
あ
る
。

制
度
を
検
証
し
、
よ
り
目
的

に
沿
う
制
度
に
な
る
よ
う
改

善
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

総
務
部
長

　制
度
の
利
用
促

進
を
図
る
こ
と
を
念
頭
に
、

種
々
検
討
を
行
い
、
よ
り
多

く
の
意
見
が
い
た
だ
け
る
よ

う
工
夫
し
た
い
。

議
員

　現
在
、
多
く
の
自
治

体
で
は
小
中
一
貫
教
育
を
導

入
し
、
落
ち
着
い
た
教
育
環

境
の
形
成
や
、
生
徒
の
学
力

向
上
に
成
果
を
上
げ
て
い

る
。
小
中
一
貫
は
、
①
小
学

校
と
中
学
校
教
育
の
課
程
を

調
整
し
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

無
駄
を
省
い
て
教
育
の
質
を

上
げ
る
こ
と
、
②
近
年
、
早

熟
化
し
て
い
る
児
童
の
発
達

に
学
年
の
区
切
り
（
学
制
）

を
合
わ
せ
る
こ
と
、
な
ど
を

目
的
と
す
る
。
本
市
の
検
討

状
況
と
今
後
の
方
向
性
は
。

教
育
部
長

　小
中
一
貫
教
育

の
意
義
は
、
子
ど
も
の
能
力

や
個
性
を
最
大
限
伸
ば
し
、

き
め
細
か
に
指
導
で
き
る
こ

と
、「
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
」
の
解

消
な
ど
と
認
識
し
て
い
る
。

ま
ず
は
小
中
学
校
の
連
携
を

一
層
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と

が
現
時
点
で
は
重
要
で
あ
る
。

議
員

　現
在
、
世
界
的
に
経
済

を
中
心
に
先
が
見
え
な
い
危

機
的
状
況
に
あ
る
。
社
会
不

撃
が
大
き
い
商
工
業
分
野
に

緊
急
融
資
枠
の
拡
大
や
期
間

延
長
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

②
現
在
ま
で
犯
罪
件
数
に
変

化
は
な
い
。
今
後
の
状
況
を

注
視
し
対
応
し
た
い
。
③
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
「
不
況
対
策
」

の
ま
と
め
ペ
ー
ジ
を
作
る
な

ど
検
討
し
て
い
き
た
い
。

医
療
保
健
セ
ン
タ
ー
事
務
長

　②
自
殺
は
、
社
会
経
済
状

況
の
問
題
が
一
要
因
と
な
る

こ
と
に
留
意
し
、
今
後
自
殺

防
止
対
策
に
取
り
組
み
た
い
。

安
の
緩
和
に
向
け
、
市
内
の

企
業
経
営
や
生
活
の
実
態
に

即
し
た
救
済
措
置
を
講
じ
、

市
民
の
生
活
を
守
る
こ
と
に

真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
①
今
後

の
さ
ら
な
る
状
況
悪
化
時
の

対
応
は
。
②
犯
罪
・
自
殺
防

止
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
不
況
対

策
以
外
の
施
策
は
。
③
本
市

が
不
況
対
策
を
行
っ
て
い
る

こ
と
は
余
り
知
ら
れ
て
い
な

い
。
断
固
と
し
た
姿
勢
を
も

っ
と
Ｐ
Ｒ
し
て
は
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長

　①
最
も
打

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

制
度
の
検
証
と
改
善
を

防
災
ラ
ジ
オ
の
普
及
を

さ
ら
な
る
景
況
悪
化
を

前
提
に
不
況
対
策
を

▲

お
年
寄
り
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に

▲

子
ど
も
た
ち
の
パ
ワ
ー
に
脱
帽
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川岸地区防災
まちづくりプラン　推進　
川岸地区防災
まちづくりプランの推進を

遠藤　英樹　議員

「10年以内の実施を目指す」

議
員

　１
９
９
０
年
の
川
岸

地
区
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る

会
の
発
足
以
来
、
19
年
の
長

き
に
わ
た
っ
て
幾
つ
も
の
計

画
や
提
言
を
川
岸
地
区
ま
ち

づ
く
り
推
進
協
議
会
は
行
っ

て
き
た
が
、
残
念
な
が
ら
大

き
な
進
展
は
な
く
現
在
に
至

っ
て
い
る
。

　本
市
で
最
初
の
地
区
計
画

が
ど
の
よ
う
な
展
開
を
見
せ

る
か
は
、
そ
の
後
に
続
く
新

曽
第
一
地
区
の
地
区
計
画
や

景
観
づ
く
り
推
進
計
画
な
ど

に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す

と
考
え
る
が
、
現
状
と
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
ど
う
か
。

都
市
整
備
部
長

　

国
庫
補
助
事
業
で

あ
る
住
宅
市
街
地

総
合
整
備
事
業
を

申
請
し
て
お
り
、

こ
れ
を
用
い
て
今

後
10
年
、
12
億
円

程
度
の
予
算
規
模

で
進
め
て
い
く
。

議
員

　災
害
時
の
避
難
路
の

確
保
は
。

都
市
整
備
部
長

　幾
つ
か
の

箇
所
で
地
権
者
の
ご
協
力
が

い
た
だ
け
る
こ
と
か
ら
、
順

次
進
め
て
い
き
た
い
。

議
員

　避
難
場
所
と
な
る
公

園
の
整
備
と
あ
わ
せ
て
、
集

中
豪
雨
対
策
の
た
め
の
雨
水

貯
留
施
設
等
の
設
置
は
。

都
市
整
備
部
長

　公
園
整
備

は
、
具
体
的
な
場
所
の
特
定

ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、

市
内
の
平
均
的
な
公
園
面
積

を
確
保
し
て
い
き
た
い
こ
と

か
ら
、
今
後
、
既
存
公
園
の

再
整
備
を
含
め
て
、
約
１
２

０
０
平
方
㍍
の
新
た
な
広
場

を
確
保
し
て
い
く
。
雨
水
貯

留
施
設
等
も
検
討
し
て
い
く
。

議
員

　電
線
地
中
化
の
可
能

性
は
ど
う
か
。

都
市
整
備
部
長

　物
理
的
な

課
題
や
地
中
化
す
る
効
果
等

を
勘
案
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

議
員

　密
集
市
街
地
の
改
善

と
い
う
意
味
で
は
、
他
地
区

へ
の
展
開
は
ど
う
考
え
る
か
。

都
市
整
備
部
長

　国
に
よ
る

重
点
密
集
市
街
地
と
し
て
公

表
さ
れ
た
本
地
区
を
ま
ず
は

重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

国
は
ど
う
返
答
さ
れ
た
か
。

都
市
整
備
部
長

　関
係
す
る

町
会
に
意
見
を
聞
い
た
結
果
、

閉
鎖
し
た
場
合
の
車
両
の
動

線
の
変
化
で
賛
否
が
分
か
れ
、

本
市
と
し
て
は
閉
鎖
し
た
場

合
の
車
両
の
動
線
の
変
化
を

検
証
し
た
い
と
し
て
、
試
験

的
な
通
行
止
め
を
国
に
対
し

て
要
望
し
て
い
る
。
国
は
、

議
員

　荒
川
河
川
管
理
用
道

路
の
閉
鎖
を
巡
っ
て
、
国
よ

り
意
見
を
求
め
ら
れ
て
い
た

が
、
市
は
総
合
的
に
判
断
し

た
結
果
、
国
に
ど
う
回
答
し

た
の
か
。
ま
た
、
地
元
町
会

の
意
見
は
ど
の
よ
う
な
意
見

か
。
本
市
の
回
答
に
対
し
、

荒
川
河
川
管
理
用
道
路

　
　
　
　
　
　
市

　
回
答

　

荒
川
河
川
管
理
用
道
路
の

　
廃
道
を
巡
る
市
の
回
答
は

手
塚

　
静
枝

　議
員

「
試
験
的
な
通
行
止
め
を
国
に
要
望
」

さ
い
た
ま
市
も
含
め
、
三
者

で
協
議
を
し
た
い
と
し
て
、

協
議
を
進
め
て
い
る
が
、
結

論
は
出
て
い
な
い
。

議
員

　県
や
市
が

取
り
組
む
消
費
生

活
相
談
窓
口
の
強

化
な
ど
の
事
業
を

集
中
的
に
支
援
す

る
基
金
が
新
設
さ

れ
る
。
活
性
化
へ

向
け
た
市
の
取
り

組
み
は
。
ま
た
、

土
日
の
休
日
や
夜
間
の
相
談

窓
口
の
開
設
は
で
き
な
い

か
。

市
民
生
活
部
長

　現
在
、
事

業
計
画
作
成
中
で
、
そ
の
中

に
相
談
体
制
の
強
化
・
拡
充

に
向
け
た
取
り
組
み
を
入
れ

て
い
く
。
休
日
・
夜
間
の
開

設
は
検
討
課
題
と
し
た
い
。

議
員

　①
「
朝
読
」
に
続
き
、

今
後
は
家
族
み
ん
な
で
家
で

読
書
を
す
る
「
家
読
」
の
推

進
を
。
②
家
庭
や
学
校
で
楽

し
く
本
を
読
む
き
っ
か
け
と

な
る
「
セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

を
新
１
年
生
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
て
は
ど
う
か
。

教
育
部
長

　①
ブ
ッ
ク
ス
タ

ー
ト
事
業
を
通
し
て
絵
本
を

使
っ
た
子
ど
も
へ
の
語
り
か

け
を
推
奨
し
て
い
る
。
家
庭

の
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
行

っ
て
ほ
し
い
と
の
呼
び
か
け

な
ど
を
進
め
て
い
く
。
②
有

効
な
事
業
の
一
つ
と
考
え
ら

れ
る
が
、
今
後
の
研
究
課
題

と
し
た
い
。

▲存廃の岐路にある荒川河川管理用道路

消
費
生
活
相
談

窓
口
の
充
実
を

「
家う

ち
ど
く読

」
の
推
進
を

▲

住
宅
が
密
集
す
る
川
岸
2
丁
目
地
区
の
様
子


